
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入

末
崎
地
区
の
公
共
交
通

シ
ー
の
こ
と
で
、
路
線
バ
ス
と
タ
ク

シ
ー
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
交
通

手
段
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

<

メ
リ
ッ
ト>

①
何
度
で
も
利
用
で
き
る
。

②
年
齢
制
限
が
な
い
。

③
運
転
免
許
が
あ
っ
て
も
利
用
可
。

④
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
距

離
要
件
が
な
い
。

⑤
タ
ク
シ
ー
よ
り
負
担
が
少
な
い
。

<

デ
メ
リ
ッ
ト>

①
事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
。

②
運
行
ダ
イ
ヤ
が
決
ま
っ
て
い
る
。

③
乗
降
場
所
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

④
相
乗
り
す
る
場
合
も
あ
る
。

⑤
バ
ス
料
金
よ
り
高
い
。

導
入
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
内
容
（
案
）

①
決
め
ら
れ
た
区
域
内
で
、
予
約
の

あ
っ
た
利
用
者
宅
か
ら
決
め
ら
れ

た
行
き
先
間
を
運
行
。

②
利
用
者
の
自
宅
ま
で
相
乗
り
タ
ク

シ
ー
が
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。

③
運
行
区
間

末
崎
地
区
、
末
崎
地
区
～
大
船
渡

地
区
・
盛
地
区
の
一
部
。

④
運
賃

・
末
崎
地
区

円
500

・
末
崎
地
区
～
マ
イ
ヤ
大
船
渡
店

円

1,
5
0
0

。
特
に
高
齢
者
は
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
り

や
す
い
の
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
お
口
の
中
に
は

～

3
0
0

4
0

種
の
細
菌
が
お
り
、
歯
磨
き
を
し
な

0い
と
歯
周
病
や
、
む
し
歯
に
な
り
大
切

な
歯
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
。

さ
ら
に
、
歯
と
口
を
守
る
「
生
活
習
慣

の
基
本
」
に
つ
い
説
明
さ
れ
日
々
実
践
さ

れ
る
よ
う
話
さ
れ
ま
し
た
。

★
健
康
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い
て
学
ぶ

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
は
、

月

日
（
木
）
ふ
る
さ
と
セ
ン

2

29

タ
ー
に
お
い
て
「
健
康
長
寿
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は

名
。
講
師
は
、
明
治
安
田
生

48
命
の
中
井
正
純
課
長
。

人
生

年
時
代
と
い
わ
れ
る
時
代

100

に
よ
り
長
く
、
健
康
に
過
ご
す
た
め

の
秘
訣
と
は
・
・
・
で
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。

末
崎
地
区
公
民
館
は
、

月
2

21

日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
末
崎
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
並
び
に
末
崎
町
振
興
会
代
議
員

会
を
開
催

。
「
こ
れ
か
ら
の
末
崎

地
区
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
市

当
局
と
協
議
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

月
10

日
か
ら
実
証
実
験
運
行
の
予
定
。

1
現
在
の
路
線
バ
ス
は
利
用
者
が

年
々
減
少
し
、
市
が
補
助
金
を
出

し
て
運
行
し
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
負
担
額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
数
年
前
よ
り
デ
マ

ン
ド
交
通
の
導
入
を
提
案
し
て
き

て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
利
用
者

の
予
約
に
応
じ
る
形
で
、
運
行
経

路
や
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
そ
れ

に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
地
域
公
共

交
通
の
こ
と
で
あ
る
。
利
用
者
が

い
る
時
だ
け
、
利
用
す
る
区
間
だ

け
運
行
す
る
公
共
交
通
。
同
じ
時

間
、
同
じ
方
向
に
利
用
し
た
い
人

が
複
数
い
る
場
合
は
同
乗
し
て
運

行
。実

際
は
、
利
用
者
か
ら
の
予
約

に
応
じ
て
、

人
乗
り
以
下
の
タ

10

ク
シ
ー
で
運
行
す
る
相
乗
り
タ
ク

 

10 獅子舞・権現様・虎舞の幕について 2
(3) 虎と竹薮について
虎も百獣の王にならぶものであるが、象には勝てませ

ん。群れをなした象には、歯が立ちません。そこで逃げ込
むところが竹薮の
中で、巨体は竹薮
に入れません。
また、竹薮に入

ると、象牙にヒビ
が入るといわれて
います。したがっ
て、虎には竹薮が
何よりの安全な場
所となっていま
す。

(4) 神楽系の権現様はボーダー柄
早池峰神楽や黒森神楽等の神楽系の幕柄は、黒色あるい

は紺色の地に白いボ
ーダー柄になってい
ます。これについて
はまだ解明できてい
ません。
(5) 上記のことか
らわかったこと
平の虎舞が、虎舞

なのに獅子幕になっ
ている理由は、小細
浦から引き継ぐ際に
は獅子舞であり、平
に引き継がれてから、
頭だけ虎頭につくり
なおし、幕は獅子舞
の幕を使用したなごりで
あると思っています。
したがって、幕柄には牡丹の花が描かれています。
また、「虎と竹薮」については、釜石の虎舞でも、平の

虎舞でも、葉のついた青竹を演出等に使用しているのは、
笹を噛んで牙を研くという説もありますが、前記(3)の理
由によることも考えられます。(紀)

獅子舞・権現様・虎舞等について

釜石市鵜住居虎舞 竹藪が設定されている

早池峰神楽の権現舞

・
末
崎

地
区
～
県
立
大

船
渡
病
院

円

2,
0
0
0

・
末
崎
地

区
～
大
船
渡

市
役
所
・

盛
駅

円

2,
0
0
0

⑤
運
賃
の
適
用
方
法

・

就
学
前
の
児

童
は
無
料
、
小
学

生
は
半
額
、
中
学
生
以
上
は
大

人
料
金
。

た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
を
原
則
と
す
る
。
身
体

障
が
い
者
お
よ
び
知
的
障
が
い

者
、
児
童
福
祉
法
の
適
用
を
受

け
る
者
、
精
神
障
が
い
者
に
対

す
る
割
引
（

割
引
）
を
適
用
。

5

・
通
学
で

利
用
す
る
場

合
は
学
割

（

割
引
）
を
適
用
。

5

・
乗
合
の

場
合
は
乗
合

割
引
（

2

割
引
）
を
適
用
。

⑥
利
用
方
法

・

利
用
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
登
録

を

行

い
、

乗

車
前

日

ま
で

に

予

約
セ
ン
タ
ー
（
タ
ク
シ
ー
会
社
）

に

予

約
す

る

。
予

約

の
際

は

、

利

用

者

の
氏

名

、
利

用

す
る

運

行
時
間
（
〇
便
の
〇
時
）
、
行
き

先
、
帰
り
の
時
間
を
言
う
。

⑦
運
行
ダ
イ
ヤ
（
時
刻
表
）

月

日
か
ら
実
証
実
験
運
行

10

1

す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
決

定
す
る
と
の
こ
と
。

市
当
局
は
、
公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
将
来
的
に
は

に
よ
る
デ

A
I

マ
ン
ド
交
通
の
導
入
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
い
っ
て
い
る
。

★
ふ
れ
あ
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
結
果

末

崎

地

区

公

民

館

主

催

に

よ

る

ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

大

会

が

月

日

（

火

）

ふ

る

さ

と

セ

3

5

ン

タ

ー

体

育

室

で

行

わ

れ

ま

し

た
。こ

の

大

会

に

は

男

女

名

が

26

参

加

し

男

女

混

合

ダ

ブ

ル

ス

に

よ

り

、

予

選

は

リ

ー

グ

、

決

勝

は

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

方

式

で

戦

い

ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優

勝

佐
々
木
章

菅
野
末
榮
子

準
優
勝

高
橋
弘

及
川
タ
キ

第
三
位

田
畑
基
雄

阿
部
真
弓

参

加

頂

き

ま

し

た

皆

様

に

は

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

★
口
腔
ケ
ア
講
演
会
開
催

末

崎

地

区

助

け

合

い
協

議

会

は
、

月

日
（
金
）
ふ
る
さ
と

3

15

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
口
腔
ケ
ア

に
つ
い
て
」
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は

名
。
講
師

35

は
、
大
船
渡
市
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
室
の
佐
藤
映
子
氏
。

口
腔
機
能
の
低
下
は
、
充
分
な
栄

養
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
い
ろ
い
ろ
な
疾
患
に
つ
な
が
る
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